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H一∬ロケット8号機による運輸多目的衛星（MTSAT）の打上げに係る安全

の確保に関する調査審議について（案）

平成11年4月21日
宇宙開発委員会決定

1．調査審議の趣旨

（1）平成11年度夏期には、第2段機体を新たに開発したH一五ロケット8号

　機による運輸多目的衛星（MTSAT）の打上げが予定されており、この打

　上げによる安全を確保する必要がある。

（2）このため、H一πロケット8号機について所要の調査審議を行うものとす

　る。

2．調査審議事項

　　H－1ロケット8号機の打上げに係る以下の安全対策についての妥当性

（1）地上安全

（2）飛行安全

（3）安全管理体制

3．調査審議は、安全評価部会において行うこととし、平成11年6月下旬まで

に終えることを目途とする。
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○印の専門委員は、今回の調査審議については説明者として参加。


